
















令和 4年 3月

愛媛県渋滞対策協議会
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１．これまでの経緯
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県道 八倉松前線
浜交差点改良

対策前

対策後

主要渋滞箇所名

65 浜交差点

●渋滞緩和が期待される

主要渋滞箇所

※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を編集

４．今後の渋滞対策 ～ 県道 八倉松前線 浜交差点 ～
は ま

○交差点部の３方向に右折車線を設置することとし、交通処理の円滑化を図る。

交通状況

写真①
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(一)八倉松前線

至 松山市

(一)八倉松前線

至

松
前
町
役
場

至 松山市

至

松
前
漁
港

至 伊予市

松前

松前

■右折車線が無いため、

直進車の走行を阻害

■用地買収の整った３方向に

ついて、右折車線を設置

写真②
2

撮影日：R4.1.14

撮影日：R4.1.14
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国道11号

三島金子交差点

４．今後の渋滞対策 ～ 国道11号 三島金子交差点 ～

○三島金子交差点は、北側の臨海工業地帯からの大型車の出入りを考慮し、二輪・四輪の２段階停止線で設置されている。国道11

号の第1車線(左直車線) が滞留すると、右折車が阻害される機会もあるため、交差点の処理能力が低下している。

○西行き（Ｄ方向）は、全ての時間帯で低速度（20km/h未満）、東行き（Ｃ方向）は午前の時間帯で低速度が見られる。

み し ま か ね こ

Ｂ

Ａ

Ｄ

至

松
山
市

Ｃ

至

高
松
市

【西行Ｄ方向：国道11号】

【東行Ｃ方向：国道11号】

【北行Ｂ方向：国道319号】

：20km/h超

：20km/h以下

：50%未満

：50%以上

【旅行速度】 【渋滞発生頻度】

選定時 ：（民プロ）H24.3～H24.9
Ｒ２年度 ：（ETC） R2.4.1～R3.3.31

※）国土地理院地図を利用

■位置図

※Ａ方向は全時間帯で20km/h未満

■２段階停止線
(二輪・四輪)

■主要渋滞箇所の混雑状況

全ての時間帯で、20km/h未満

＜参考＞ 主要渋滞箇所の解除基準

○平日朝（7時～10時）､昼（10時～13時､13時～16時）､夕（16時～19時）のいずれかの時間帯において
旅行速度が３時間連続で20km/h以下かつ渋滞発生頻度が50％（90分）以上生じていない箇所。

○または休日（7時～19時）において、旅行速度が６時間連続で20km/h以下かつ渋滞発生頻度が50％ （
360分）以上生じていない箇所。

：解除基準を満たしていない箇所

全ての時間帯で、20km/h未満

平日の午前中で、20km/h未満

■２段階停止線
(二輪・四輪)

319

11

11
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※）国土地理院の数値地図（国土基本情報）を編集

○第1車線の二輪停止線を廃止し、四輪車の停止線を前出しすることで、１サイクルの通過台数を増やし、東西方向の処理能力を高

める。（第2車線の停止線は従道路側からの大型車の走行軌跡を考慮し、現状維持）

４．今後の渋滞対策 ～ 国道11号 三島金子交差点 ～
み し ま か ね こ

対策前

対策後

三島⾦⼦交差点

主要渋滞箇所名

118 三島金子交差点

●渋滞緩和が期待される

主要渋滞箇所

国道11号
三島金子交差点改良

319

319

11

11

11
11

至

松
山
市

至

高
松
市

■第1車線の

停止線の前出し

■第1車線の

停止線の前出し

三島⾦⼦交差点

319

11 11

至

松
山
市

至

高
松
市

撮影日：R4.1.14

E11

E32

写真①

■直進車が滞留することで、

後続の右折車を阻害

2

写真②

撮影日：R4.1.14
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○令和３年度時点の主要渋滞箇所数は「全112箇所」。今年度は、最新交通データの検証に加え、対策箇所の交通量調査により渋

滞状況を確認したが、渋滞が継続する状況のため、解除の評価や区分の変更は行わない。

経過観察箇所対策検討箇所事業促進箇所

ボトルネック
か否か

⼀般道の主要渋滞箇所(全124箇所)⼀般道の主要渋滞箇所(全124箇所)

無有 短・中期*に渋滞
緩和に寄与する
事業があるか

１エリア
(12区間、34箇所含む)

22区間
(70箇所含む)

NOYES

⾯的な旅⾏速度分析

関連事業に関する情報
(国、県、市町、県警、NEXCO等)
関連事業に関する情報
(国、県、市町、県警、NEXCO等)

交差点位置・形状
旅⾏速度特性等

今回
61箇所

令和元年度時点
61箇所

今回
38箇所

令和元年度時点
38箇所

今回
13箇所

令和元年度時点
13箇所

20箇所

解除箇所
今回

12箇所
令和元年度時点
12箇所

渋滞解消

残存する渋滞の要因を分析して、対策を検討

ハード・ソフト両⾯からの対策検討
ハード対策：路面舗装のカラー化による誘導強化、交差点改良など
ソフト対策：経路誘導、信号制御の見直し など

事業促進箇所：渋滞の起点（ボトルネック）となる箇所の中で、短・中期*に渋滞緩和に寄与する事業がある箇所とし、事業促進することで、早期の渋滞解消を目指す箇所。

対策検討箇所：ボトルネックとなる箇所の中で、短・中期*に渋滞緩和に寄与する事業がない箇所。

経過観察箇所：ボトルネックではない箇所であり、渋滞状況を経過観察する箇所。 *短期は概ね5年後、中期は概ね10年後を想定

４．今後の渋滞対策 ～ 対策検討箇所数 ～

令和３年度時点の主要渋滞箇所 全112箇所令和３年度時点の主要渋滞箇所 全112箇所
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